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先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-8-1-別添 2 コリウムシールドの設計） 

9 
青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7号機との差異 

赤字：柏崎刈羽原子力発電所第 6号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

 
本資料のうち枠囲みの内容は，機密事項に属しますので公開できません。 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

  

 

3.3 コリウムシールド各部寸法 

(1) 堰の高さについて 

原子炉格納容器下部に落下する溶融炉心の総量は約  

tと想定しており，以下の条件設定において落下した溶融炉

心がコリウムシールドを乗り越えてドライウェルサンプに

流入することがないよう，堰の高さを決定する。溶融炉心

の組成は表3－1のとおりであるが，原子炉圧力容器の下部

には制御棒駆動機構等の既設設備が存在しており，溶融炉

心が原子炉圧力容器から流出した際には，既設設備の一部

が溶融し，溶融炉心の総量が増加する可能性がある。溶融

炉心の堆積高さの算出式を以下に示す。 

𝐻𝑑 =

𝑚𝑑
𝜌𝑑

+
𝑚𝑚
𝜌𝑆𝑈𝑆

+ 𝑉𝑠

𝐴𝑝𝑑
 

 

ここで，Hd：溶融炉心堆積高さ[m]，md：溶融炉心総量

[kg]，ρd：溶融炉心密度[kg/m3]，mm：原子炉圧力容器の下

部に存在する機器重量[kg]，ρsus：ＳＵＳ密度[kg/m3]，Apd：

コリウムシールド及びコリウムシールドに囲われる部分の

面積を除いた原子炉本体の基礎床面積[m2]，Vs：溶融炉心

に埋没する耐熱材容積[m3]とする。 

上記の式に各値を代入した結果を表3－2に示す。ただ

し，md＝  kg，ρd＝  kg/m3，mm＝  

kg，ρsus＝  kg/m3，Apd＝  m2，Vs＝  m3とす

る。 

表3－2より，制御棒駆動機構等，原子炉格納容器の下部

に存在する主要設備が溶融した場合の，溶融炉心の堆積高

さは，0.65mとなる。 

なお，溶融炉心の粘性が非常に小さく，落下経路に存在

する原子炉圧力容器下部の既設設備に長時間接触する可能

性は低いと考えられること，また，原子炉格納容器下部に

は原子炉圧力容器破損前に水張りがされており，かつ継続

的に注水されていることにより，落下した溶融炉心は冷却

され，原子炉格納容器の下部に存在する主要設備が全て溶

融する可能性は低いと考えられることから，コリウムシー

ルドの堰の高さを0.65mとする。 

 

3.3 コリウムシールド各部寸法 

(1) 堰の高さについて 

原子炉格納容器下部に落下する溶融炉心の総量は約  

tと想定しており，以下の条件設定において落下した溶融炉

心がコリウムシールドを乗り越えてドライウェルサンプに

流入することがないよう，堰の高さを決定する。溶融炉心

の組成は表 3－1のとおりであるが，原子炉圧力容器の下部

には制御棒駆動機構等の既設設備が存在しており，溶融炉

心が原子炉圧力容器から流出した際には，既設設備の一部

が溶融し，溶融炉心の総量が増加する可能性がある。溶融

炉心の堆積高さの算出式を以下に示す。 

𝐻𝑑 =

𝑚𝑑
𝜌𝑑

+
𝑚𝑚
𝜌𝑆𝑈𝑆

+ 𝑉𝑠

𝐴𝑝𝑑
 

 
ここで，Hd：溶融炉心堆積高さ[m]，md：溶融炉心総量[kg]，

ρd：溶融炉心密度[kg/m3]，mm：原子炉圧力容器の下部に存

在する機器重量[kg]，ρsus：ＳＵＳ密度[kg/m3]，Apd：コリ

ウムシールド及びコリウムシールドに囲われる部分の面積

を除いた原子炉本体の基礎床面積[m2]，Vs：溶融炉心に埋没

する耐熱材容積[m3]とする。 

上記の式に各値を代入した結果を表 3－2 に示す。ただ

し，md＝  kg，ρd＝  kg/m3，mm＝  kg，

ρsus＝  kg/m3，Apd＝  m2，Vs＝  m3とする。 

 

表 3－2より，制御棒駆動機構等，原子炉格納容器の下部

に存在する主要設備が溶融した場合の，溶融炉心の堆積高

さは，0.84mとなる。 

なお，溶融炉心の粘性が非常に小さく，落下経路に存在

する原子炉圧力容器下部の既設設備に長時間接触する可能

性は低いと考えられること，また，原子炉格納容器下部に

は原子炉圧力容器破損前に水張りがされており，かつ継続

的に注水されていることにより，落下した溶融炉心は冷却

され，原子炉格納容器の下部に存在する主要設備が全て溶

融する可能性は低いと考えられることから，コリウムシー

ルドの堰の高さを 0.85mとする。 

 

 

・設計方針の差異【島根との差異】 

（島根2号機のコリウムシールドは，床面全

体を覆う構造であり，高さについて記載して

いない。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備構成の差異 

（7号機と下部ドライウェルに存在する機

器，床面の設備配置の相違により、コリウム

シールド構造が異なる。7号機と比較してシ

ールド設置範囲が増大したことに伴い原子

炉本体の基礎床面積が減少した。） 

・計算結果の差異 

 

 

 

 

 

 

 

・設計方針の差異 

（溶融炉心の堆積高さの計算結果の差異に

よる。） 

 
















